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介受診となった。精査の結果、右乳癌(Invasive ductal carcinoma, 
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がる像を認め、免疫組織染色ではER+, PgR+, Her2-, CK5/6-, CK7-, 
CK20-, CD10-で原発性乳癌の可能性が最も考えられた。また固有乳
腺内には病変を認めず、固有乳腺と腫瘤との連続性も認めなかった。
腋窩リンパ節に12個のリンパ節転移を認めた。術後補助療法として
FEC100+weekly paclitaxel療法を施行し、現在経過観察中である。
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災害時に活動可能な人員数を考慮した時刻別
勤務人員の推移の検討
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【目的】災害時の有効な対応策の立案のために，活動可能な時刻別
勤務人員数を把握する．
【方法】聞き取り調査及び勤務日誌から時刻別の勤務人員数を算出
した．
【結果】［背景］1)当施設の平日日勤帯は9時から17時30分，週に42.5
時間であった．2)当施設の全職員数は，医師215人，看護師1130人．
看護助手55人，薬剤師36人，検査技師42人，放射線技師36人，事務
職115人，栄養士・調理師16人，臨床工学士26人，理学療法士・作
業療法士26人だった．［時刻別の人員数］1)全職員：日勤開始時の9
時は1125人，深夜帯は95人だった．2)看護師：日勤開始時には608人，
深夜帯は73人であり， 9～9時30分などの申送り時には多かった．3)
医師：日勤帯215人，当直帯11人．4)薬剤師：日勤帯36人，当直帯2人． 5)
検査技師：日勤帯42人，当直帯2人．6)放射線技師：日勤帯34人，当
直帯2人．7)事務職：日勤帯103人，当直帯5人．8)栄養士・調理師：
曜日に関係なく6時から19時まで最高16人だった．9)看護助手，臨床
工学士，理学療法士・作業療法士は日勤帯のみの勤務だった．10)そ
の他：看護学生は30人が敷地内の寮に居住していた．
【結語】1)日勤帯には全職員の66.3%が勤務していたが，深夜帯には
全職員の5.6%しか勤務しておらず，大きな差を認めた．2)災害時活
動においては勤務時刻別人員数の差を考慮し，人員配置の検討やマ
ニュアルの作成を行う必要がある．
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